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昨
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
さ
れ
た
大

河
ド
ラ
マ
「
光
る
君
へ
」
で
は
、
最

終
盤
に
大
宰
府
が
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
昨
年
11
月
に
は
、
ま

ひ
ろ
／
紫
式
部
役
の
吉
高
由
里
子
さ

ん
、
藤
原
隆
家
役
の
竜
星
涼
さ
ん
、

制
作
統
括
の
内
田
ゆ
き
さ
ん
に
よ
る

ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
太
宰

府
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
光
る
君
へ
」
第
46
回
は
、
隆
家

が
大
宰
権
帥
と
し
て
活
躍
し
た
「
刀

伊
の
入
寇
」
が
テ
ー
マ
で
し
た
。
今

回
は
そ
の
事
件
を
紹
介
し
ま
す
。

　
寛
仁
３
（
１
０
１
９
）
年
、
北
部

九
州
は
突
如
と
し
て
「
刀
伊
賊
」
の

襲
来
を
受
け
ま
す
。
「
刀
伊
」
と

は
、
中
国
東
北
地
方
東
部
を
中
心
に

居
住
す
る
ツ
ン
グ
ー
ス
系
の
女
真
族

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
襲
来
の
第

一
報
は
４
月
７
日
、
対
馬
島
司
、
壱

岐
島
講
師
僧
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

ま
し
た
。
同
日
に
は
さ
ら
に
筑
前
国

怡
土
郡
に
襲
来
、
志
摩
・
早
良
郡
を

経
由
し
て
人
・
物
を
掠
奪
し
、
民
宅

を
焼
き
払
っ
た
と
い
い
ま
す
。
翌
８

日
に
な
る
と
、
筑
前
国
那
珂
郡
能
古

島
に
移
動
し
、
そ
の
南
方
に
位
置
し

て
い
た
大
宰
府
警
固
所
を
め
ぐ
る
攻

防
と
な
り
ま
し
た
。
同
月
13
日
、
今

度
は
肥
前
国
松
浦
郡
に
襲
来
し
ま
す

が
、
反
撃
に
あ
い
進
攻
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
遂
に
帰
還
し
た
の
で
す

（
図
参
照
）
。

　
大
宰
府
か
ら
の
報
告
に
よ
れ
ば
そ

の
被
害
は
甚
大
で
し
た
（
表
参

照
）
。
殺
傷
さ
れ
た
人
数
よ
り
も
掠

奪
さ
れ
た
人
数
の
方
が
多
い
の
が
特

徴
的
で
、
そ
こ
に
は
労
働
力
確
保
の

意
味
合
い
や
中
国
大
陸
に
お
け
る
奴

婢
市
場
へ
の
供
給
が
あ
っ
た
と
推
測

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
件
で
は
、
大
宰
権
帥
・
藤

原
隆
家
が
大
い
に
奮
戦
し
て
い
ま

す
。
藤
原
実
資
の
日
記
『
小
右
記
』

に
は
、
隆
家
自
ら
が
大
宰
府
警
固
所

に
赴
い
て
合
戦
に
臨
ん
だ
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
歴
史
物
語

『
大
鏡
』
に
は
、
隆
家
は
弓
矢
の
こ

と
も
よ
く
分
か
ら
な
い
人
物
な
の
で

ど
う
な
る
こ
と
か
と
思
っ
た
も
の

の
、
「
や
ま
と
心
か
し
こ
く
お
は
す

る
人
」
（
知
恵
や
才
能
に
優
れ
て
い

る
人
）
だ
っ
た
の
で
、
筑
前
・
肥

前
・
肥
後
な
ど
九
国
の
兵
を
興
し
、

ま
た
府
内
に
仕
え
る
兵
も
加
え
て
戦

い
に
臨
ん
だ
と
あ
り
ま
す
。
当
時
の

大
宰
府
の
武
力
が
「
九
国
の
兵
」

（
在
地
住
人
系
武
者
）
と
「
府
内
に

仕
え
る
兵
」
（
府
官
系
武
者
）
と
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
隆
家
は
、
府
官
系
武
者

の
こ
と
を
「
府
の
止
ん
ご
と
な
き
武

者
」
（
大
宰
府
の
立
派
で
優
れ
た
武

者
）
と
呼
び
、
彼
ら
が
「
刀
伊
賊
」

撃
退
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と

語
っ
て
い
ま
す
。
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刀伊の入寇による被害状況

［注］『小右記』寛仁3年6月29日条にみえる被害注文による。ただしそこに
　　記された被害総数と殺害・捕虜の合計人数が合致しない箇所もある。

被害地域
筑前国　志麻郡
　　　　早良郡
　　　　怡土郡
　　　　能古島

壱岐島

対馬島　
　　　　上県郡
　　　　下県郡

112人
19人
49人
9人

148人

18人
9人
9人

殺害 捕虜 牛馬 備　考
435人
44人
216人
0人

74疋（頭）
19疋（頭）
33疋（頭）
68疋（頭）

守藤原理忠、殺害される。
遺留の人民35人という。
銀穴焼損の被害もあり。
そのほか焼失した住宅45棟、
切り食された牛馬199疋（頭）
とあり。

239人

116人
132人
98人

（『福岡県の歴史』光文館、1990年より）

刀伊の入寇図


